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4 回目～13 回目の授業では，文献「プロフェッショナル仕事の流儀」 6）の中から，各自興味のあ
る仕事を選んで発表し，全体で議論した。具体的には，毎回の授業で 2名の担当者がそれぞれの



























































授業全体について） 0 項目については表 2 に示すとおりである。項目 lから 3 は世代間交流，項目
4 から 7 は自己実現，項目 8, 9 は，授業全体に関する意見等について聞いた。項目 2, 5, 6, 7 
（表 20 の箇所）については， 5件法と合わせて具体的な事柄について記述する形式をとり，項目
8,9 については，自由記述のみとした。
5件法では，評価項目 1 から 7 について，「該当する（ 5点）J，「どちらかというと該当する（ 4
点）」，「どちらともいえない（ 3 点）」，「どちらかというと該当しない（ 2 点）」，「該当しない（ 1 
点）」と数値化した。その平均値と肯定的評価の人数，割合を，表 2 に示す。
まず，各項目の平均値についてみてみると，項目 7 , 2 の順に評価が高く，項目 l と3 ～ 6 につ
いては，他と比較して平均値が若干低い。多くの参加者が 4 （どちらかというと該当する）あるい
は 5 （該当する）の評価をしており，「該当しないj 「どちらかというと該当しないj を選択した者
はいなかった。
表 2 授業評価
評 価 項 目 平均
肯定的評価
（人数，割合）
1. 世代の違う参加者とよく話をした。（授業中や授業前後のコミュニケーション） 4.3 7 名， 10%
2. 世代の遭う参加者との交流を通して，新しい発見があった。 O 4.7 6 名， 100%
3. 多様な価値観を認められるようになった。 4.4 6 名， 86% 
4. プロフェッショナルとは何か意識するようになった。 4.4 7 名， 10%
5. 自分の生き方について考える機会となった。 O 4.4 6 名， 86% 
6. 自分の仕事について考える機会となった。【学生のみ10 4.5 3 名， 75% 











まず，世代間交流の意義について，項目 1～ 3 の 5件法のデータ，自由記述により考察する。




ついて知り，考え方の違いや社会の仕組みなどが違うことに気づいている（自由記述2.1, 2. 2, 
2.4 以下同様） o 経験豊富な社会人から直接話を聞くことで，社会人の持つ知識や経験の違いを知
り，「自分の無知さを発見した」（2.3 ）ことや「普段なかなか聞くことが出来ないJ (2. 4）話を聞
くことで，貴重な体験となったことが分かる。
社会人については，現在の学生が感じていることや考えていることを知り，学生が生きていく上










2.4 2士会人の左々がjb たちと回生岱の彊2 但を主えて過ごしていらっしゃったか2 とい2ことや，盛場






























次に，自己実現的態度について項目 4 ～7の 5件法のデータ，自由記述により考察する。


















5.4 私は，古い就社（就職ではない）という形態で仕事に就いた。職命でやれと言われるまま， IT 業務に
35 年間従事した。一生懸命にやったが，自分の意志とはかかわりのない仕事だ、った。今回の授業では，
自分の意志で仕事に取り組み，やりとおすというまさに“天職”というべきプロフェッショナルの仕












































































































































































































1) OECD の DeSCo プロジェクトでは，成人の能力概念を整理し，新たな定義を行おうとして
いる。それが「キー・コンビテンシー」である。Dominque Simone Rychen, Laur Hersh 
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6）茂木健一郎， NHK 「プロフェッショナル」制作班（編集）『プロフェッショナル仕事の流儀J
15 
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Abstract 
In Higher Education, we have to define and make clear abou_t diploma policy, and to focus on what we 
provide for the student's experiences, how to develop the student's generic skills, and how to assess student's 
outcomes. In this viewpoint, we did make a challenge to put into practice a new general education class called 
"Seminar for Reading Great Books" through interaction with the members of the comnmnity participating. 
In this class, students learned about the theme "Professional" and made discussion with the people in local 
communities. 
This study aims to make clear the problem of learning in our new trial. We considered the problem from 
the questionnaire about learning experiences in this class. As conclusion, it was made clear that we have 
to redesign for facilitating the discussion between participants for learning, and for scaffolding learners to 
develop academic skills, especially communication skill, and presentation skill for enhancing significant 
learning. 
